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みんなでつくる住みよいまち

〈令和３年度　予算〉

１

１

ごみの収集・処理	 1億3426万円
（担当：住民課住民活動グループ） （担当：住民課住民活動グループ）

　家庭から出されるごみの収集・運搬と、ごみ処
理施設の管理を行います。
　小型家電、衣類、廃食用油は再資源化のための
無料回収を行います。

【町が無料回収するもの】
項　目 回収場所

小型家電製品
（テレビなどを除く）

役場１階
住民課窓口

衣類、かばん、靴など
（下着などを除く）

役場１階
住民課窓口

廃食用油
（固形のものを除く）

役場
改善センターなど

＜財源内訳＞
ごみ袋販売代金	 1600万円
資源物売り払い収入	 84万円
町の負担	 1億1742万円

　不法投棄を減らすための対策と、町の施設や敷
地に不法投棄されたごみの処理を行います。
　なお、私有地に不法投棄されたごみは、その土
地の所有者または使用者が管理や処理をすること
になりますので、日ごろから不法投棄を未然に防
ぐ対策をお願いします。
　町の施設や敷地における過去５年間の不法投棄
の状況は、下表のとおりです。

【不法投棄の状況】

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

テ レ ビ 3台 2台 4台 3台 5台

電化製品 15台 3台 10台 3台 2台

タ イ ヤ 0本 40本 2本 0本 0本

そ の 他 20件 14件 25件 47件 43件
※町施設・敷地内の実績

不法投棄ごみの対策	 35万円

みんなでつくる
住みよいまち
みんなでつくる
住みよいまち

①　環境の保全

※掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています（次のＱＲコードからリンク）。
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みんなでつくる住みよいまち

１

環境を保全する活動	 24万円

空き家対策	 49万円 合併処理浄化槽の設置の支援	 309万円

火葬場施設の運営	 1970万円
（担当：住民課住民活動グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）

　地球温暖化防止のため、二酸化炭素などの温室
効果ガスの排出を2050年までにゼロにする脱炭素
社会に向けて、社会全体で動いています。
　町では、マイバッグの利用促進や使い捨てプラ
スチックの削減、リサイクルの推進など、「新十
津川町環境基本計画」の目標達成に向けたＰＲ活
動を行います。

○危険空き家対策
　審議会を開催し、町内の危険空き家対策を進め
ています。
　また、倒壊の恐れのある空き家の応急対応や、
町からの指導などにより危険な空き家を除去する
際の補助を行います。
　町内に建築資材の飛散や倒壊の恐れがある危険
な空き家があれば、情報提供をお願いします。

○空き家バンク
　町のホームページ上に、空き家、空き地（宅地）、
アパートの情報を掲載しています。
　空き家バンクへの登録は無料ですが、所有者に
よる登録申請が必要です。

登録（件） 成約（件）
空き家 19 19
空き地 85 57

　滝川市、赤平市、雨竜町とで共同運営する火葬
場「滝の川斎苑」の運営費です。
　老朽化により新たに建設していた斎苑は、令和
３年４月から供用を開始します。新しい斎苑には、
環境にやさしいＬＰガスを使う火葬炉を設置し、
新たに集骨室と告別室をそれぞれ２室設けました。
　令和３年度は、古い斎苑の解体および新しい斎
苑の外構工事を行います。

　対象地区内での合併処理浄化槽の設置費用の一
部を助成するほか、新築および増改築を伴わない
合併処理浄化槽への転換に係る経費の一部を助成
します。
【助成の内容】

人槽区分 助成額
５人槽 35万2000円
６～７人槽 44万1000円
８人槽以上 58万8000円

合併処理浄化槽への転換に係る
単独処理浄化槽撤去費※１ 最大９万円

合併処理浄化槽への転換に係る
宅内配管経費※２ 最大30万円

※１　新築と増改築を伴わない単独処理浄化槽からの転換に限る。
※２　新築と増改築を伴わない単独処理浄化槽かくみ取り便槽か

らの転換に限る。

＜財源内訳＞
　道の負担など	 93万円
　町の負担	 216万円
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みんなでつくる住みよいまち

〈令和３年度　予算〉

②　生活基盤の充実

１

定住・移住の助成	 6476万円
（担当：総務課企画調整グループ）

○住宅取得助成
　町内に新築（中古）住宅を取得した方に助成金
を交付します。令和２年度は新築30件、中古３件
の申請があり、町外から58人が転入しました。
住宅 対象 施工業者 助成額

新築
転入者

町内 180万円
町外 150万円

町内者
町内 150万円
町外 130万円

中古
転入者 80万円
町内者 50万円

・さらに中学生以下の子ども一人につき15万円分
のふれあい商品券を交付

・申請者（または配偶者）の親が町内にいる場合、
20万円を加算

○アパート建築助成
　町内にアパートを建築した方に建設費の一部を
助成します。平成29年度に３棟20戸、令和元年度
に１棟６戸が建設されました。

【助成額】
町内業者 町外業者

１戸当たり 100万円 60万円
１棟当たり上限 1000万円 600万円

住宅の改修工事費助成	 2000万円
（担当：建設課都市管理グループ）

　居住環境の向上と町内経済の活性化を促進するため、町内の住宅を所有する方が町内の施工業者を利用
して改修工事を行う場合に、助成金を交付します。
　時期によって工事が集中しますので、住宅の改修をお考えの方はお早めにご検討いただき、ご利用くだ
さい。

【助成期限】　令和５年３月31日
【対象工事】　増築、改築、修繕、模様替え（耐久性、居住性、省エネルギー性を向上させる改修工事）
【対象要件】　・町内の施工業者が実施すること

・助成対象経費の合計額が25万円以上であること
・交付申請をする年度の末日までに工事が完了すること

【対 象 者】　改修を行う住宅の所有者で、現に居住している方または改修が完了する日の年度末までに
当該住宅に居住する方

【対象住宅】　・新築後５年を経過している住宅
・一戸建ての住宅（店舗などとの併用住宅は、居住部分のみ）

【助成金額】　助成対象経費の５分の１（最大40万円まで）
【申請回数】　助成期間内に２回まで（２回の合計額40万円まで）
※工事着手日の14日前までに交付申請をしてください。
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みんなでつくる住みよいまち

１

線路施設の撤去	 1億1080万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の廃線後、本町では「踏切部の道路改良による交通安全対策」
「河川に架かる鉄道橋撤去による治水対策」「線路により東西に分断されている農地の圃場整備」「新十津
川駅周辺の跡地整備」を速やかに進めるため、ＪＲ北海道と協定を交わし町で線路の撤去事業を進めます。

【令和３年度】（弥生・文京地区の撤去）
線路施設の撤去（砂利を除く）3.9㎞
鉄道橋の撤去　３カ所
駅舎・ホームの撤去　３カ所全て
＜財源内訳＞
レールなどの売り払い収入	 262万円
札沼線跡地整備基金	 1億818万円

旧新十津川駅の跡地整備	 1億4132万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の
廃線に伴い、旧ＪＲ新十津川駅の跡地を公園、道
路、住宅地などに整備します。
　工事は、令和３年度から５年度までの３カ年で
行う計画です。

【令和３年度の工事内容】
○公園整備工事
　駅の解体、樹木の伐採、散策路・排水路整備な
ど
○アクセス道路新設工事
　文京３号通り	 221ｍ
　文京２条中通り	 41ｍ
○上下水道新設工事
　上水道、下水道の整備
○宅地造成
　２区画（令和４年度残り10区画）

＜財源内訳＞
国の補助金	 1872万円
札沼線跡地整備基金など	 5040万円
町の負担	 7220万円

アクセス道路

空知中央病院文京団地

小学校グラウンド

メモリアル広場

園路

園路

宅地造成

宅地造成

【線路施設】 通信ケーブル

電柱
砂利

レール

枕木

新十津川駅下徳富駅南下徳富駅

花月地区　Ｒ４～Ｒ６実施 弥生・文京地区　Ｒ３～Ｒ５実施

鉄道施設の撤去　全８㎞
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みんなでつくる住みよいまち

〈令和３年度　予算〉

１

公共下水道の整備・維持管理	 2億1071万円
（担当：建設課都市管理グループ

住民課住民活動グループ）
　下水道管やポンプ場など公共下水道施設の管理
を行うほか、石狩川流域下水道施設の運営費を負
担します。
　令和３年度は、最適な施設管理を行うため、ス
トックマネジメント管路調査を実施します。
　また、下水道事業の健全で安定的な事業経営を
図るため、これまでの「官庁会計」から、経営の
視点を重視する「公営企業会計」に移行する準備
を、令和３年度から令和４年度までの２年間で進
めます。

住宅の耐震化などの助成	 1001万円
（担当：建設課都市管理グループ）

　住宅の耐震診断、耐震改修工事、解体工事に対
して助成金を交付します。
　この事業は、令和３年度で終了となりますので、
交付申請時期などにご注意ください。
　また、令和３年度は、この事業の基となる耐震
改修促進計画の見直しを行います。

区　分 対　象 助　成　額

耐震診断 既存住宅 診断費用の３分の２
（最大４万円まで）

耐震改修
工　　事

耐震基準を満
たさない住宅

改修工事費の５分の１
（最大100万円まで）

解体工事 50万円以上の
住宅解体工事

工事費の５分の１
（最大30万円まで）

※令和２年度は、17件454万円の実績がありました。

＜財源内訳＞
国の補助金	 177万円
道の補助金	 43万円
町の負担	 781万円

公営住宅の建設、維持管理	 8642万円

都市整備の推進	 472万円

（担当：建設課都市管理グループ
住民課住民活動グループ）

（担当：建設課都市管理グループ）

○建設
　公営住宅等長寿命化計画に基づき、さくら団地
を建て替えます。期間は、令和３年度から令和７
年度までの５年間で調査、設計、建設を行います。
　令和３年度は、基本設計（建物の完成イメージ
や建築費を決めるもの）、測量、地質調査を実施
します。
○維持管理
　公営住宅366戸の管理を行い、平成29年に見直
した公営住宅等長寿命化計画に基づき、菊水団地
（２棟16戸）とあじさい団地（２棟８戸）の屋根
の張り替え、外壁塗装工事を行います。

　平成14年度策定の都市計画マスタープランは、
おおむね20年先を目標として策定されているた
め、令和３年度から令和４年度までの２年間で見
直し作業を行います。
　都市計画マスタープランの見直し作業に際して
は、町の都市計画審議会を開催し審議するととも
に、広く町民の皆さんに意見を伺い見直し作業を
進めます。

都市計画図
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みんなでつくる住みよいまち

③　交通環境の充実

１

町道踏切部分の改修	 5200万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の廃線に伴い、令和２年度から５年度までの４年計画で南
４号線から南17号線までの合計14カ所の踏切箇所の道路改修を行います。
　踏切の撤去や段差の解消、道路勾配の修正を行い、見通しの良い安全な道路に改修します。

【道路工事】
①南４号線（令和２年度継続）
工事内容：舗装工事　　延長：230ｍ
幅　　員：車道10.0ｍ＋歩道3.0ｍ×２（両側）

②南５号線（令和２年度継続）
工事内容：舗装工事　　延長40ｍ
幅　　員：車道6.0ｍ

③南11号線
工事内容：踏切撤去、道路改良　　延長：20ｍ
幅　　員：車道6.5ｍ

④南13号線
工事内容：踏切撤去、道路改良　　延長：60ｍ
幅　　員：車道7.0ｍ＋歩道1.6ｍ（片側）

南13号線踏切

町道の改修	 2730万円
（担当：建設課土木グループ）

　町道の舗装が古くなると、ひび割れ、わだち掘
れ、凸凹などにより走行の安全性が損なわれます。
　このような傷んだ町道を改修し、走行しやすい
安全な町道に改善します。

【道路工事】
⑤北中央２条通り改修工事
工事区間：国道275号～北中央３号南通り
工事内容：舗装１層の上乗せ

縁石取り替え、歩道の改修
延　　長：130ｍ
幅　　員：車道8.0ｍ＋歩道3.5ｍ×2（両側）

＜財源内訳＞
国の補助金　　64万円
町の負担　　2666万円

＜財源内訳＞
国の補助金	 2207万円
札沼線跡地整備基金	 113万円
町の負担	 2880万円

橋りょう修繕の実施	 4760万円
（担当：建設課土木グループ）

　町が管理する135カ所に架かっている橋は、適
切な時期に修繕を行うことで、長期間安全に使用
することができます。
　平成25年度に策定した橋りょう長寿命化修繕計
画に基づき、計画的に修繕を行います。
【橋りょう工事】
⑥恵水橋補修工事（令和２年～４年度）
橋長：66.4ｍ、幅員：4.0ｍ
工事内容：下部工・支承・伸縮装置補修
【橋りょう点検業務】
・橋梁定期点検業務
業務内容：25橋の定期点検

＜財源内訳＞
国の補助金　2583万円
町の負担　　2177万円
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〈令和３年度　予算〉

１

⑥恵水橋（補修）
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みんなでつくる住みよいまち

１

地域公共交通の確保	 2673万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　町内の交通手段を確保するため、町では北海道中央バスへの運行助成と併せて、予約制の「乗合タクシー」
と「乗合ワゴン」への運行費用の助成を行います。
　また、利用者の減少や運転手不足などにより、現在の交通体系の維持が困難なことから、現体系を検証
し、新たな交通体系を定めた地域公共交通計画を策定しました。新体系での運行開始は、令和４年４月を
予定しています。

○現公共交通網の確保
○交通資源の有効活用
○快適なバスターミナルの創設
○効率的な運行路線の設定

【乗車予約】
○原則予約制
○滝新線と滝川線（西高経由）は予
約不要

【運賃】
○町外便への乗継ぎや巡回などを考
慮して町内便は現行料金を基本と
して一律定額制

新公共交通体系の方針 運行概要

現　　　行
路　　　線 平日 休日

滝川浦臼線（花月方面） 4.5便 ４便
ふるさと公園線（総進方面） ５便 ４便
滝川北竜線（大和方面） 1.5便 １便
乗合タクシー（徳富方面） 3.5便 ３便
滝新線 14便 14便
乗合ワゴン（砂川方面） ３便 ２便

新　体　系
路　線 平日 休日

町
内
便

花月方面
７便
程度

３便
程度

総進方面
大和方面
徳富方面

町
外
便

滝新線 14便程度 14便程度
砂川線 ５便程度 ３便程度
滝川線
（西高経由） ６便程度 ３便程度

【運行便数】

新公共交通体系のイメージ図
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〈令和３年度　予算〉

④　地域情報化の推進

１

町道の除排雪	 1億6156万円

光インターネットサービス加入費用の助成	 300万円

（担当：建設課土木グループ）

（担当：総務課財務・情報グループ）

　冬期間の快適な生活環境を守るため、安全な道
路を確保します。
　町道の除排雪作業は、町が所有する機械15台と
受注業者の機械９台を使って行います。
【早朝除雪】
　午前２時の時点で10㎝以上の降雪や吹き溜まり
がある場合に、午前３時から作業を開始し、午前
７時30分ごろまでに完了するように行います。
【日中除雪】
　降雪状況に応じて郊外の除雪を行います。なお、
市街地は作業に危険が伴うため、翌日の早朝に除
雪します。
【除排雪延長】
・除雪：車道186㎞、歩道13㎞
・排雪：38㎞
＜財源内訳＞
国の補助金　　　320万円
町の負担　　1億5836万円

　町内の光回線を使った高速インターネットサー
ビスは、市街地の一部での利用に限られており、
農村部の大部分がサービスを利用できない地域で
す。光インターネットサービスの格差を改善する
ため、町が工事費用の一部を負担し、ＮＴＴ東日
本がサービス提供地域を町内全域に拡大する工事
を行います。
　サービス提供地域の拡大に併せ、光インター
ネットサービスを新たに利用する方に対し、サー
ビス加入費用の一部を助成します。

【助成金額】１万円（１世帯に付き１回まで）
※光インターネットサービス加入費用の約半額
を助成します。

排雪

【光インターネットを利用する際の費用イメージ】

内訳 費用

①サービス
加入費用

・光ケーブルを家の中に
引き込み、インター
ネットに接続するため
の機器を設置する工事
費

1万9800円
（初回のみ）

②利用料 ・光回線の利用料
・プロバイダーの利用料

5720円～6930円
（月額）

①サービス加入費用 ②利用料

早朝除雪


